
令和３年８月１１日

交野市議会都市環境福祉常任委員会

重点テーマ所管事務調査報告



1



2



令和２年９月２４日（木）

・ 重点テーマを「交野市がとり組むべき『SDGs』に
ついて」に決定！！

・ SDGsについて、委員会として深く学ぶことを協議。

・ SDGsを理解した上で、より具体的なテーマの絞り

込みを行う。

令和２年９月９日（水）
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・ 過去に委員会で調査したテーマの確認を行う。

・ 調査事項の希望案件を募る。
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ポイント！
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☆テーマをSDGsの１７の目標のうち

No.１１ 【住み続けられるまちづくりを】

に絞り込む。
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令和２年１２月１日（火）

・ 交野市におけるSDGsのとり組みのうち「住み続けら
れるまちづくりを」に関する例として、「空き家対策」
について都市計画部より説明を受ける。

○ 交野市の現状

空き家状況

平成３０年度住宅・土地統計調査によると
・ 空き家率 ： ９．８％
・ これは全国８１５市区中 ９８位の低さ
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・ 市内に住む親世帯と同居・近居するために、
市外に住む子育て世帯が転入し、住宅購入・改修
する費用の補助

・ 平成２８年４月 スタート

・ １件あたり最大２０万円を補助

・ 令和２年度予算

実績
執行率

同居・近居促進事業補助金

：７００万円
：３０件（３０世帯）６００万円
：85.7%

空き家対策
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・ 市外からの転入に伴い、中古住宅を購入する費用や
転入時に、購入した物件のリフォーム等をする費用
の補助

・ 平成31年４月 スタート

・ １件あたり最大２０万円を補助

・ 令和２年度予算

実績
執行率

中古住宅流通促進・リフォーム等補助金

：３００万円
：１２件（１２世帯）１８５万円
：６１.7%

空き家対策



空き家対策の必要性

・ 平成２８年策定の「交野市まち・ひと・しごと創生／
交野市人口ビジョン」において、これからの人口は右
肩下がりとなると想定。

→ それに伴い世帯数の減少も否めない。

・ 他市町村からの人口流入促進が必要。その受け皿
として、空き家（予備軍を含む）を活用することは、
これまで交野市が築いてきた「良好な街並み」を保
全していく上でも重要。

背景
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・ 現在の「同居・近居促進事業補助金」と「中古住宅
流通促進・リフォーム等補助金」では、移住・定住政
策として対象が限定的である。

→ 移住・定住を促すための新たなきっかけ作りが必要！

→ SDGｓの１１．３、１１．６、１１．aに該当

課題

１１．３ 包摂的かつ持続可能な都市化を促進する。また、参加型、統合的かつ
持続可能な居住計画・管理能力を強化する。

１１．６ 大気の質や廃棄物を含め、都市の環境上の悪影響を軽減する。

１１．a 各国の開発計画の強化により、経済・社会・環境面における都市部・周
辺部及び農村部間の良好なつながりを支援する。 13

空き家対策の必要性



令和２年１２月１４日（月）

・ 委員会として空き家対策の重要性を認識した。
・ また、空き地についても、対処できる法や条例がなく

課題である。

☆テーマを「住み続けられるまちづくりを」のうち

交野市での「空き家・空き地対策」

に絞り込む。
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令和２年１２月22日（火）

・ 他市の先進事例を調査
・ 現地視察は延期とし、オンラインでの視察や講演会

を検討

→ 奈良県生駒市への現地視察を検討していたが断念

→ SDGsの観点から産官学連携による「空き家を生ま
ないプロジェクト」を実施している、岡山大学・氏原
准教授の講演会を検討
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① 関心がない

② 若くない

③ 近くにいない
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Distance

まあ、いいか…

・・・
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① 空き家が増加し、景観や治安の悪化、それに伴う

地域の魅力の低下などが懸念されている。

② 空き家発生後の対策に比べて、発生前の対策が

遅れている。

③ 空き家の発生を抑制するには「自宅の将来につい

て早い段階で考えて行動してもらう」ことが重要。
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岡山・空き家を生まないプロジェクト



④ そのための取組みを令和元年度、岡山大学・岡山

市・中部技術コンサルタント株式会社の３者で試行

的に実施。

→ 一定の成果を得る。

⑤ 令和２年度より、空き家の発生抑制を目的とした産

官学の専門家組織を立上げ、岡山市中区や南区の

住宅を対象に実践する。
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産

官 学
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★ 今回のオンライン講演会のまとめとして

● 産官学の連携の必要性がある。

● 調査・アンケートにより空き家の現状把握と空き家

発生の傾向を把握することが必要。

● 空き家になる前に所有者の行動変容を促すこと

が大切。

● 空き家になる前にモーションをかける取組み
が必要！
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令和３年３月２５日（木）

★ 今回のオンライン講演会の振り返りを行った。

交野市では、

● 空き家の発生を未然に防ぐよう関心を持って

もらうとり組みが必要。

● 道が狭くバスが通れない山手地域が課題となる

と考える。

などの意見を集約することができた。
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令和３年４月９日（金）

● 新たに先進事例の取組みについて調査し、視察

先の検討を行った。

● 先進市における取組みをオンラインにて視察する

ことに決定した。
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令和３年５月２０日（木）
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視察資料（四日市市での補助の例）
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視察資料（四日市市での補助の例）
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★ 四日市市の取組みについて

● 官民の連携により、空き家バンク等の登録件数を上げる
ことができた。

● 補助制度の選択肢を増やすことで、予算の執行率を上昇

させた。

● 住み替え支援制度では、市内転居を対象とした取組みも

行っている。

● 公共施設の空きについても、市営住宅を学生や社会福祉

協議会職員等に貸し出し、地域交流を活性化する取組み
を行っている。

● SDGsの指針をもとに空き家・空き地対策を実践している。

など



令和３年６月８日（火）
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★ 四日市市のオンライン視察の振り返りを行った。

・ 行政としての取組みを多く学ぶことができた。

・ 市によって状況に違いがあるのではないか。

・ 改めて交野市の取組み状況の確認をしたい。

など

→ 交野市での空き家・空き地対策の現状について、
改めて都市計画部より報告を受けることとした。



令和３年６月２１日（月）
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● 交野市の空き家・空き地対策について、改めて
現状を確認。

・ 全体として空き家率は低いものの、旧家の多い地
域では空き家が多く、昭和40年代に開発された
地域でも増えつつある。

・ 空き家の発生抑制、流通促進、解消、活用の観
点からそれぞれ事業を実施している。

・ 空き地については、特措法の対象にならず、対策
を講じるには条例制定が必要であるが、現状とし
ては件数が少なく条例制定までできていない。



令和３年７月７日（水）

●他市での官民連携事例について確認。

・ 住宅金融支援機構や金融機関と市町村が連携し、
手厚い補助制度を展開。
（茨木市、豊中市等 大阪府内だけでも14団体が実施）

例①：地域連携型のフラット35（長期固定金利）
（茨木市、八尾市、藤井寺市 etc.）

例②：リ・バース60（自宅を担保とした60歳以上
向け融資）
（三重県名張市 etc.）
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→ 利用者にとってリスクがないわけではないが、
選択肢の充実を図れる。

→ フラット３５、リ・バース６０ともに新築物件だけで

なく、中古物件でも活用可能。

→ リ・バース６０では、所有者死亡後に物件が関係

機関によりスムーズに売却されるため、空き家の
発生を抑制可能。

令和３年７月２７日（火）、８月３日（火）

・ 調査の取りまとめを実施。

令和３年７月７日（水）
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交野市への提言
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SDGsの観点から、「住み続けられるまちづくりを」

実現するために、今後拡大が予想される

空き家・空き地問題の対策として、次の提言を行う。



交野市への提言 ①

・ 住み続けられるまちづくりの実現には、さらなる
住宅流通・循環を促す施策が必要となる。

① 流通促進

→ 現行の補助金を見直し、対象拡大等のより手厚い
支援を求める。

→ 人口流入政策や子育て支援政策との連携、

さらには官民連携による支援を実施し、住宅
関連支援の選択肢拡充を求める。
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交野市への提言 ②

・ 空き家の発生を抑制するために、所有者やその
家族にも関心を持っていただくよう啓発活動を
求める。
（特に一人暮らしの高齢者には、離れて暮らす

親類も含めた啓発が必要である。）

・ 定住促進のため、現在住んで
いる家をリフォームして住み続け
られるようにすることへの補助も
研究・検討を求める。

② 空き家を生まない取り組み

37



交野市への提言 ③・④

・ 子育て世代や高齢者の居場所づくり、地域振興
としての活用等、部署をまたいで多角的な活用
の検討を求める。

③ 多角的な活用促進

・ 現在は大きな課題でなくとも、事実として空き地
は存在しており、将来的には課題が拡大する懸念
がある。

→ まず担当部署を明確にすることから対応を求める。

④ 空き地対策
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おわりに

・ 行政がステークホルダー（所有者本人・家族・
民間企業・地域住民 etc.）の橋渡しをして
空き家・空き地に新たな命を！

交野市がとり組むべき「SDGs」

→ “住み続けられる”交野市を！

→ SDGsにおいて大切なことは、
目標を掲げ、達成すること！
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